
自己決定に伴う葛藤場面における児童の積極的妥協に関する一考察

総合学習「劇あそびをしよう　～クリスマス会へむけて～」の実践過程より

鈴　尾　修　司

1　はじめに

本学級では,「児童がその子なりの考えをもち,よりよい方向を目指して進んで考え,判断し,表

現していく(行動していく)力」をもつ児童を「自立に向かう子ども」ととらえ,日々の実践を重

ねてきた(鈴尾(1997a))。その実践を通して個々の児童の興味の対象や行動の特徴を生かした単元

構成や学習活動を設定していくこと,単元や一単位時間内での自己決定の場の設定を保障していく

ことを研究課題として本年度も取り組んできた(鈴尾他(1997b))。

また,今後の社会の在りようを考えてみると,例えば総理府が毎年出版している「障害者自書」

の平成7年版においては障害を個性として,その人の持ち味としてとらえる障害者観が紹介されて

いる。少し長くなるが表1に引用してみる。

表.1「障害は個性」という障害者観(平成7年版障害者白書より引用)

「共生」の考え方を更に一歩進めたのが,障害者自身や障害者に理解の深い人たちの間で広まっ

てきている「障害は個性」という障害者観である。我々の中には,気の強い人もいれば弱い人もい

る,記憶力のいい人もいれば忘れっぽい人もいる。歌の上手な人もいれば下手な人もいる。これは

それぞれの人の個性,持ち味であって,それで世の中の人を二つに分けたりはしない。同じように

障害も各人が持っている個性の一つと捉えると,障害のある人とない人といった一つの尺度で世の

中の人を二分する必要はなくなる。そうなればことさらに社会への統合などと言わなくても,一緒

に楽しんだり,喧嘩をしたり,困っているときは,お互い助け合い,支え合う普通の人間関係を築

ける社会になるであろうというものである。

障害者を特別視する障害者観を払拭するためには障害というものの正しい意識を普及する広報活

動も大切であるが,社会のいろいろな場面に種々の障害のある人がいるのがあたり前という状況に

する必要がある。

「街に慣れる,街が慣れる」という味わい深い標語がある。障害者はどんどん街に出て街に慣れ

る。そのことによって街は,街に住む人々の意識も含め,障害者がいることを当然の前提とした社

会になっていくという趣旨である。(平成7年版障害者自書pp.1ト12から引用)

このようにこれからは,殊更に「統合」などと言う必要のない「バリアフリー社会(同自書副題)」

が実現してくることが予想される。本学級においても障害者自身の社会への本人参加を見通し,こ

れまで児童が自分のしたいことの中から,自分で判断でき得るよう選択肢を設定してきた。そこで

課題となることの一つは,葛藤状態の解決である。葛藤とは一般に「心の中に,それぞれ違った方

向あるいは相反する方向の力があって,その選択に迷う状態」(広辞苑第四版(1996))である。山本

(1995)は,葛藤を社会的葛藤と心理的葛藤に分けているが,ここで扱う葛藤は後者の心理的葛藤を

いう。特に個人内に起こる心理的葛藤状態は次の三種の場合が考えられる。

①　「二つの対象がともに同じくらい主体を引きつける力をもつが,両立しない(接近一接近型)」

②「二つの対象とも避けたいが,どちらかを選ばざるを得ない(回嘩一回避型)」

③　「一つの対象が主体を引きつける力と遠ざける力を同時にもつ(接近一回避型)」

このうち本学級で主に実践してきたのは(Dの「接近一接近型」の葛藤状態である。本報告も児童
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にとってどちらも魅力のある対象からどちらか一つを選ぶ「接近一接近型」の葛藤場面を設定した

が,今回の報告においては,特に「学級全体として取り組む劇を選ぶ」という課題を設定し,場合

によっては自分の意にそぐわない選択を迫られる場合も考えられるが,友だちとの関わり合いの中

で主体的に解決していく過程を学習の目当てにおいたものである。

2　実践車例「劇あせびをしよう～クリスマス会へむけて～」(登護学級中学年組)

輔　単元について

劇づくりはお話を理解する,せりふとして表現する,歌を歌う,身体表現をする,劇の衣裳や小

道具e大道具を作るといった活動を総合的に組織できる学習である。さらに,発表会(本単元にお

いてはクリスマス会を発表の場とした)のような場を設定することで児童は目標をもち,目的意識

をもって継続的に学習することができる。また,劇づくりの学習においては,一人ひとりが自分の

課題に取り組むことのみならず,集団の中で自分の役割りを意識し,お互いにかかわり合いながら

学習を進めることができる。

本学級の児童は毎週1回「おはなし会」(養護学級合同の国語)で,絵本の読み聞かせや紙芝居,

パネルシアター,エプロンシアターなどでお話を視聴した後,自分たちで実際にお話を演じてみる

ような劇遊びを続けており,劇づくりには平素から親しんでいる。

本題材は大単元としての総合学習「クリスマス会」の中の学習活動として設定した。児童はいく

つかのお話の中から「クリスマス会」で劇にしたいお話を自分たちで選び,劇づくりの活動を展開

していった。学習にあたっては,児童の実態をふまえて,児童が楽しみながら活動でき,児童相互

の関わりがもちやすいように配慮し,いくつかの劇の題材を捏示したが,劇の題材を選択するにあ

たっては次のような観点から設定した。

①　児童一人ひとりがそれぞれの段階に応じて理解しやすい内容であること。

②　児童の興味・関心のもてる活動が設定できること。

③　児童の個性を生かせる配役ができること。

④　できるだけ観る側も内容を知っているか,親しみをもちやすい内容であること。

前述のような日常の活動を通して,児童は自分にとって思い入れのあるお話・登場人物をそれぞ

れ持つようになっている。本単元の学習においては,児童が物語に対してそれぞれの思いを持ちな

がら,友だちと関わり合う中で自ら中学年組としての劇を決め,それぞれの役割や持ち物を選択し,

「クリスマス会」へ向けて練習していった。

指導にあたっては,パネルシアターを用いて児童が物語の登場人物や話の展開にイメージをもち

やすいように進めていく。また,劇化する場合の音楽や異体的な道具等も授業の展開に応じて提示

し,児童が自ら選択する手がかりとしたい。

(2)児塵の実態と指導者の支援の目標

本単元に関わる児童の実態と指導者の支援の目標は次ページの衷2の通りである。

表.2　児童の実態と指導者の支援の目標(劇と自己選択に関わって)

児童 児　　 童　　 の　　 実　　 態 指 導 者 の 支 援 の 目 標

a

・歌や道具を手がか りにして, 役になりきっ ・友だちとのや りとりを楽しむことができる

て自分なりに劇を楽 しむ。 ようになる。

0 日常生活においては半具体物を選択の手が ・劇あそびをすることにより, 物語へのイ

かりにすることが多い。 メージをもち, 劇を象徴する給等を手がか

りに劇選びに生かすことができる。
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b

・音楽や道具, 友 だちの活動を手がか りに自 ・場面 ごとの展開がわか るようにな り, 友だ

分な りのイメージをもって劇 を楽 しむ。 ち と関わ り合っそ劇 を楽 しむことがで きる

ようになる。

・日常 においては具体物 や半具体物 を選択の ・物語 をイメージさせ る具体物等 を手がか り

手がか りにす るが, 周 りの友だちに影響 さ に, 友 だちの意見 に引きず られずに劇 を選

れやすい。 択す る。

C

・道具や特 に音楽 を手がか りにして, 自分の ・友だち と一緒 に, 自分 の役 にな りきって劇

役 を楽 しむ。 を楽 しむことができるようになる。

・日常生活 においては具体物 を手がか りに, ・物語 を象徴 す る具体 物や音楽 を手 がか り

同意や拒否 によ り選択 することが多い。 に, 自分の したい劇 を選ぶ ことがで きるよ

うになる。

d

・大 まか にス トー リーを理 解 し, リーダー ・劇の全体の流れ をつかんで, 迷 っている友

シップを とって友だちと関わる。 だちに適切 なア ドバイスができるよ うにな

る。

・日常において も自分の したい ことが明確 に ・友だちの思いを理解 して, 自分な りの妥協

あ り, それ をしようと主張する。 ができるようになる。

e

・大 まかにス トー リーを理解 し, 自分の役割 ・他の友 だちめ役 も理解 して, 友だち と関わ

を適切 に果たす。 り合いなが ら劇 を楽 しむことがで きるよう

になる。

・日常において も自分の したい ことが明確 に ・自分か ら自分の したい劇 を表現で きる。 ま

あ り, 拒否や同意によって選択するこ とが た, 友だちの思い も感 じて, 自分 な りの妥

多い。 協がで きる。

f

・大 まかにス トー リーを理解 し, 一緒 に演 じ ・友だち とや りとりしなが ら, 役 にな りきっ

る友だちに気 を配 りなが ら劇 を楽 しむ。 て劇 を楽 しむ ことがで きるようにな る。

・日常生活 において も自分 の指向性 を もち, ・自分か ら自分の したい劇 を表現で きる。友

半具体物 を手がか りに自ら選択す る。 だち達 の思いにも気 を配 り自分な りの妥協

がで きる。

本単元の内容は2月の「しののめ発表会」における劇作りへと発展する。

(3)指導目標

1.日分の思いを大切にしながら,友だちとの関わり合いを通して自分たちでクリスマス会に上

演する劇や,一人ひとりの役割,必要な物等を決め,準備する。

2.友だちと一緒に表現する楽しさを味わうことができるようにする。

3.道具や音楽を手がかりに劇の中で自分なりの表現ができるようにする。

(4)指導内容と計画

本単元の指導内容と計画は次ページ表3の通りである。
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表。3　指導計画と内容

第一次(12) 第二次(1)　　　第三次(1ゆ　　第四次(4)

※　第一次で提示する作品は,「桃太郎」・「オズの魔法使い」とした。

※　第一次はそれぞれ「劇あそび」の小単元としてとらえることができる。また,第二次から第

四次も一つの小単元として考えられる。

(5)本時の目標

自分の思いを大切にしながら,友だちとの関わり合いを通して,クリスマス会で学級として上演

する劇を決める。

劇あそびをすることで,児童は二つの劇についてのイメージをもち,自分の思いを大切にし

ながらも,友だちとの関わり合いの中からクラスで上演する劇を自分たちで決めるであろう。

本時の児童の目標行動と指導者の支援は表4の通りである。

表.4　児童の目標行動と指導者の支援

児童 目　　 標　　 行　　 動 指　 導　 者　 の　 支　 援

⑦
・物語を象徴する給などの半具体物を手がか ・⑦児がこだわ りをもつことができそうな半

りに自分のしたい劇 を選択する。 具体物をあらかじめ用意 して提示する。

⑧
・友だちの意見に引きず られることなく自分 ・具体物や半具体物を目の前に提示して, 判

のしたい劇 を選ぶ。 断しやす くする。

⑨
。物語を象徴する具体物や半具体物を手がか 0道具や音楽などを具体的に提示して手がか

りに, 自分のしたい劇を選ぶ。 りとする。

⑱

e 自分のしたい劇を選ぶ と同時に, 友だちの ・他の友だちがどのような意見を持っている

ことを考えて, 必要に応 じて妥協すること

も考える。

のか考えられるよう整理 して提示する。

i

⑪ i

0 日分のしたい劇を明確に意思表示する。同

時に友だちの思いを感 じて必要な妥協はす

・⑪児がこだわりをもっている劇を象徴する

ような給等を用意 して提示する。意見の整

る。 理をする。

⑩ !
0 日分のしたい劇を明確に意思表示する。 ・⑫児がこだわりをもっている劇を象徴する

ような半具体物 を用意 して提示する。

準　備

パネルシアター(「桃太郎」・「オズの魔法使い」),個人用写真カード,劇に使用する道具(「桃太

郎」の桃0吉備団子や「オズの魔法使い」の斧・魔法使いの衣装など),「桃太郎」と「オズの魔法

使い」のポスター(選択用)
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(6)学習の展開

表5に本時の学習の展開を示す。

表.5　本時の学習の展開

学　 習　 過　 程 予想 され る活動 指　 導　 ・　 支　 援　 活　 動

1 始 ま りの挨 拶 ・当番 の児童に始 ま り

全　　　 体 個　　　 別

1 . 学習 の始 まりとし 1 . 児童の関わ りだけでは難

をす る

2 「おはな しきこ

の挨拶 をす るよう促 毎時間位置づ けてい しい場合, 当番児童⑨ に自

す と思 わ れ る 児 童 る。(本 日の当番児童 分が当番であることを意識

(⑳⑫)

・全児童 とも楽 しんで

⑨)

2 . お話 を聞 こうとす

で き る よ う言 葉 が け を す

る。

2 . ⑦ (勤の児 童 に は近 くに

う」の歌 を歌 う

3 劇 あ そ び をす

歌 うであろう。 る態度 づ くりとして 寄 って体 を動 かす等, 表現

・声 には出しに くいが 毎時間位置づ けてい を 引 き出 す きっか け を作

他の手段で表現する

であ ろう児童 (⑦⑨)

・全児童 とも劇あそび

る。

3 . 「桃太郎」と 「オズ

る。

3 . ⑩児 は強引に自分の意見

る

呂　　 身
歌　　　　　 振

薫　　 り

l

4 ク リス マ ス会

を喜ぶであろう。 の魔法使 い」の劇 あ を通 そう とする場合があ る

・特 に自分 のしたい劇 そ び の順 番 を決 め ので, 友だちの思 い も大切

を積極 的に求 めると る。 にす るように考 えられ るよ

思われる児童 (⑧⑩ ベー ブサー トを使 っ うな言葉が けをする。

⑫)

・自分か らは動作や言

葉が出に くいと思わ

れ る児童 (⑨ )

・自分の したい劇 を横

て劇 あ そ び を楽 し ⑨児 には歌や友 だちの活動

む。

4 . 二つの劇 の どち ら

を手がか りに劇 あそび を楽

しめ るよう配慮 する。

4 . ⑦⑧⑨ の児童 には劇 をイ

.をク リスマス会で上 メージで きる具体物や音楽

の劇 を決 める

5 終 わ りの挨 拶

をす る

極的に主張す るであ 演す るか, 学級 とし を手 が か りと して捏 示 す

ろう児童 (⑩⑫) て選択 する。 る。

・問われる と自分の し 二つの劇 をイメージ ⑧児 には他の児童の意見に

た い劇 を表現す るで できるような具体物 つ られず, 自分 の思 いが生

あろう児童 (⑪) を用意 し, 選択にあ かせ るよう, 落 ち着いて見

・友だちの意見 につ ら たって は, 自 らの選 通 しを もてるような言葉が

れ るであろう児童 択で あることを意識 けをする。

(⑧ ) できるようそれぞれ ⑳ 児には(3)と同様 に友だち

・自分の思いを直接表 自分 の写真カー ドを の思いを考 えられ るように

現 しに くであろう児

童 ((至)⑨ )

・当番 の児童 に終 わり

貼って意思表示で き

るように準備 する。

5 . 学習 の終わ りとし

助言する。

5 . 当番児童⑨が 自分 か ら挨

の挨拶をするよう促 す て毎時間位置づけて 拶がで きるよう言葉 を添 え

であろう児童 (⑩⑫) いる。 なが ら待 つ。
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3　考　察

本事例は「接近一接近型」の葛藤場面において,児童が友だちとの関わりのなかから学級として

クリスマス会で上演する劇を決める課題をどのように解決していったか考察するものである。本事

例の場合対象となった劇は!~ももたろう」と「オズのまほうつかい」である。児童にとって二つの

劇から一つを選ぶ場合の観点になったと考えられる項目を整理すると,表6のようになる。

表.6　「ももたろう」と「オズのまほうつかい」の比較

ももた ろう
l

オズのまほ うつかい

主 な登場人 桃太郎 と犬, 猿, 雉。犬, 猿, 雉 はそ ドロシー とかか し, ブ リキの木 こり,

物 れぞれ 「誠実」「知恵」「勇気」 を表す と 弱虫 ライオ ン。かかし, ブ リキの木 こり,

される。 弱虫 ライオ ンはそれぞれ「知恵」「優 しい

心」「勇気」 を求める。

話の展開 桃太郎は犬, 猿, 雉 とともに村人 を苦 ドロシーは家 に帰 るため, かかし, 木

しめる鬼退治の旅 に出る。 こり, ライオ ンはそれぞれの願 いをかな

えるため, オズの魔法使いに会 う旅に出

るが, 魔女 を退治するはめになる。

話 の結末 桃太郎 は鬼 を退治 し, 平和 になった村 ドロシー, かかし, 木 こり, ライオン

でお じい さん, おばあさん, 犬, 猿, 雉 はそれぞれ自分 が願 っていた ものは自分

と仲良 く暮 らした。 のなかにあることに気づ く。

これ までの 「桃太郎」 はこれ まで にも何度 もおは 「オズの魔法使い」 は 「桃太郎」 と対

児童 のお話 な し会で取 り上 げてきたお話であ り, 児 比するため新 しく児童 に紹介 したお話で

との関わ り 童 に とっては親 しみのある話である。 あ り, 児童 にとっては目新 しい好奇心 を

ひ くものであ る。児童に とっては 「桃太

郎」と比較 すると外国の「似たような違 っ

たお話」 と言える。

表6に触れたように,二つの話は似たところもあり,違った展開になる児童にとってはどちらも

魅力的な話であった。特に児童は自分の好きな登場人物を手がかりにお話を選んでいた。それぞれ

の児童が選んだ登場人物を表7にあげる。

表。7　児童が選んだ登場人物

ももたろう オズのまほうつかい

a いぬ かかし

b さる ドロシー

C ももたろうの妹 良い魔女

d ももたろう 弱虫ライオン

e おじいさん ブリキの木こり

f おばあさん オズの魔法使い
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児童は自分で劇の演目や配役を決めていこうとすれば,それが児童自身にとって「したい劇」「し

たい役」である必要がある。児童にとって「してみたい」という意欲を生み出すためにはその劇な

り配役なりを「好き」になることが必要である。そのためには何よりも「楽しかった」「おもしろかっ

た」「やってよかった」といった満足感,達成感が児童に感じられなければならない。児童は劇は楽

しい,おもしろいという体験を積むことによって劇を好きになっていく。

前にも述べたように本学級では,毎週「おはなし会」で絵本や紙芝居,ベーブサートなどによる

お話の読み聞かせを続け,児童は教師が演じたお話をもとに劇遊びに親しんでいる。おはなし会で

は何度も同じお話を繰り返し演じることにより児童にとって劇に登場する登場人物にも親しみをも

ち,お話の展開にも理解を深めていくことができる。児童にとっては1回1回の劇を演じることは

それぞれ完結した体験となって身につくことでもあり,また同時に積み重ねとなって深化していく

体験でもある。いくつかのお話を視聴し自ら演じていく中から自分の好きなお話,自分の好きな登

場人物が浮かび上がってくる。児童にこのように児童自身の指向ができて,選ぶことが意味を持っ

てくる。

劇作りは,本事例でも示されたようにそれぞれの児童が自身の思いを登場人物に託し自分のこと

として意欲をもって取り組みやすい活動である。第一次の学習を通して,表7に示したように児童

一人ひとりは二つのお話において,自分の思いを託せる登場人物を得た。次に,第二次の学習とし

て,本時において学級として取り組む劇を決めることが必要となった。そこでは,どちらの劇を選

ぶか選択の手がかりとして,それぞれの登場人物を象徴する道具や衣装を用意した。

結果は,a児とb児が「オズのまほうつかい」を選択し,C児,d児,e児,f児が「ももたろ

う」の劇を選択した。いずれの児童もより思い入れのある登場人物によって劇の選択をしている。

b児は実態でも触れたように,ともすると友だちの発言に同調しやすいが,今回明確に自分のした

い役(そしてその人物が登場する劇)をもち,意思表示をすることができた。b児にとっては貴重

写真.1　道具を手がかりに役を選ぶ児童

写真.2　劇あそびをしている場面

な経験の場になったと言える。また,a児・b児と

もに最終的には「ももたろう」の劇のなかに自分の

したい役を見つけて,学級としては「ももたろう」

の劇をクリスマス会で上演することとなった。

ここで言えることは劇は一人ひとりの児童の自立

を促していく場であり,同時に友だちとの関わりに

よってお互いに支え合い助け合って育っていく場で

もあるということである。

a児・b児ともに「ももたろう」の劇をすること

を受け入れることができたのは,学級のなかでの友

だちとの関わりがあったからに他ならない。この後

嬉々として「ももたろう」の劇づくりに取り組めた

のも友だちとの関係という背景があったからこそで

ある。

本実践例で特に強調したいことは,自己決定を促

す場合,本事例にも見られるような,いわば「積極

的妥協」ともいえる決定の持つ意味である。ただ「自

己決定」と言ってもお互いの主張を衝突させるばか

りでは結局何も決めることができない場合がある。

本例はそのような場合の典型的な例と言えよう。始

めにも述べたようにこれからの社会の在りようを考
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え,児童の進路を考えた場合,自己決定の重要さは大変重みがある。また,自己決定の場面を分析

してみると「接近一接近」「回避一回避」「接近一回避」の3種類のタイプの葛藤場面になることが

考えられる。いずれの場合においても,個人あるいは自分の属する集団にとっての価値を考えた場

合,「積極的妥協」を求められる場面は多くあるだろう。ともすると指導者側の都合で強引に「他者

決定」してしまうことがあるが,「自己決定」「積極的妥協」を考えると今までにも増してきめ細か

い児童理解と,児童理解に基づく単元構成や一単位時間内での自己決定の場の設定が必要となって

くる。

また,本実践例では扱えなかったが,今後の重要な課題として,先ほどの葛藤場面でのタイプで

いうと「回避一回避型」や「接近一回避型」の葛藤場面を設定し,いわば本人にとって望ましくな

い選択肢に対して「否」の判断ができるよう,「いやなこと」「嫌いなこと」も明確にできるような

支援の手だてを考えていく必要があることも明らかとなったと言える(本紀要pp.183-184参照)。
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